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住友三井オートサービス株式会社（本社：東京都新宿区、取締役社長：露口章、以下「ＳＭ

ＡＳ（エスマス）」）の子会社である、ＳＭＡサポート株式会社（本社：東京都新宿区、取締役社

長：露口章）は、この度、ｉーＳＭＡＳ少額短期保険株式会社（本社：東京都新宿区、代表取締

役社長：三谷一、登録番号：関東財務局長（少額短期保険）第１００号、以下「ｉ－ＳＭＡＳ

（アイエスマス）」を設立し、少額短期保険業に参入いたします。保険募集開始は２０２１年７

月頃を予定しております。 

 

 少額短期保険業は、一定の事業規模の範囲内において、保険金額が少額、保険期間が短期の保

険商品を企画・販売する事業です。少額短期保険市場は、保有契約件数は８８３万件、収入保険

料は１，０７４億円となっており、コロナ禍においても拡大しています。※  

 

ＳＭＡＳは、グループで１００万台を超える車両を保有管理しており、「ＣＡＳＥ」

（Connected：コネクティッド、Autonomous：自動化、Shared：シェアリング、Electric：電動

化）という技術革新がめざましい中でお客さまに新たな付加価値を提供するべく、数多くのモビ

リティサービスを展開してきました。その中でも、お客さまへ安心と安全を提供する自動車保険

と事故削減への取り組みについて、お客さまから様々な声を頂戴しております。これらの声にお

応えするため、ＳＭＡＳグループだからこそ実現できる革新的な保険を提供すべく、少額短期保

険業に参入する運びとなりました。 

 

ＳＭＡＳグループは、お客さまのリース車両に対して必要な修理費用を補償する「リース車両

修理費用保険（以下「リペア保険」）」を開発し、ビジネスモデル特許を出願済（特願２０２１－

５５５７３）です。今後は、車の修理補償を賠償責任補償等と分離することでリスク分散を行う

「事故実績型」と、テレマティクスから取得する運転挙動に応じて保険料が変動（株式会社スマ

ートドライブが開発した安全運転評価技術を採用）し、安全運転及びエコ運転が保険料の低減に

つながる「テレマティクス型」の販売を通じて、クルマ社会の発展と地球環境の向上を支える企

業を目指してまいります。 

 

 

 

 

 

News Release 

 

住友三井オートサービスグループが少額短期保険業に参入 
～リース車両の修理費用を補償する保険、２０２１年７月頃から募集開始～ 



※【少額短期保険業の概況】 

・保有契約件数 ８８３万件 （前年比１０６％） 

・収入保険料 １．０７４億円 （前年比１０４％） 

・協会加盟会社業者数 １０３社 （前年中間期比＋２社） 

https://www.shougakutanki.jp/general/info/2020/news20200731.pdf 

２０２０年３月末日時点、「一般社団法人日本少額短期保険協会」調べ。 

 

商号 

ｉ
アイ

－ＳＭＡＳ
エ ス マ ス

少額短期保険株式会社 

所在地 〒１６３-１４２０ 東京都新宿区西新宿三丁目２０番２号 

代表者 取締役社長 三谷 一 

事業内容  少額短期保険業 

設立年月日 ２０２０年１１月１２日 

登録番号 関東財務局長（少額短期保険）第１００号（登録日：２０２１年５月２６日） 

資本金 ２８０,０００,０００円（資本準備金を含む） 

株主 ＳＭＡサポート株式会社（住友三井オートサービス１００％出資） 

ＵＲＬ https://www.i-smas.co.jp/ 

以上 

 
【本件に関するお問合せ】    

住友三井オートサービス株式会社  

〒１６３-１４３４ 東京都新宿区西新宿３－２０－２ 東京オペラシティビル   

担当：経営企画部 広報室  原・多田  Mail：okyakusama@smauto.co.jp 

 

https://www.shougakutanki.jp/general/info/2020/news20200731.pdf
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